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１
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４
年
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ま
れ
、

２
８
歳
。
越
谷
市
立
西
方
小
学
校
・

大
相
模
中
学
校
卒
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１
２
月
２
７
日
、
越
谷
市
後
援
会
は

憲
政
記
念
館
お
よ
び
国
会
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
塩
川
哲
也
、
伊
藤

岳
両
議
院
と
懇
談
し
ま
し
た
。（
参
加

者
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。） 

永
田
町
で
電
車
を
降
り
、
ま
ず
憲
政

記
念
会
館
に
行
き
ま
し
た
。（
一
九
七

〇
年
、
わ
が
国
の
議
会
開
設
８
０
年

を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
議
会
制
民

主
主
義
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
） 

“
議
会
政
治
の
父
”
と
称
さ
れ
た

尾
崎
行
雄
の
著
作
、
書
籍
、
写
真
等
、

あ
る
い
は
明
治
維
新
か
ら
現
在
の
国

会
に
至
る
憲
政
の
歩
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
関
係
書
類
等
の
展
示
、
本

会
議
場
を
四
分
の
三
の
ス
ケ
ー
ル
で

再
現
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
の
議
場
体
験
。 

次
に
国
会(

衆
議
院)

で
は
、
警
備
の

方
の
案
内
で
議
場
全
体
を
上
の
廊
下

か
ら
俯
瞰
し
て
み
た
り
、
建
築
物
と

し
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
天
皇
の

御
休
所
、
木
造
の
階
段
、
天
井
の
絵
、

ま
た
化
石
の
宝
庫
と
呼
ば
れ
る
化
石 

       

が
多
く
含
ま
れ
る
柱
等
、
当
時
の
建

築
や
工
芸
の
粋
を
集
め
て
い
る
館
内

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

国
権
の
最
高
機
関
で
あ
り
国
の
唯

一
の
立
法
機
関
で
あ
る
国
会
で
ど
の

よ
う
に
国
政
に
つ
い
て
、
ま
た
国
際

社
会
や
国
民
の
生
活
に
関
わ
る
問
題

が
議
論
さ
れ
て
い
る
か
、
私
た
ち
国

民
は
し
っ
か
り
見
守
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
議
員
会
館
で
食
事
を
し
、

お
二
人
の
共
産
党
議
員
と
懇
談
を
し

ま
し
た
。
統
一
教
会
問
題
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
に
つ
い
て
、
ま
た
年
金
、

介
護
保
険
、
消
費
税
等
々
に
つ
い
て
、

共
産
党
議
員
の
発
言
、
新
聞
「
赤
旗
」

が
果
た
し
て
い
る
役
割
な
ど
に
つ
い

て
も
具
体
的
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
橋
） 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の 

活 
 

動 
 

日 
 

誌 
おめでとう！阿炎関 

【
阿
炎
優
勝
を
伝
え
る
し
ん
ぶ
ん
「
赤
旗
」
ス
ポ
ー
ツ
面
よ
り
】 

本紙「ホットひろば」では大相撲にお

ける地元出身力士の活躍を報道してき

ましたが、この度、阿炎関の優勝を伝え

ることができました。 
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